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給
付
」
が
創
設
さ
れ
る
。
子
育

て
環
境
の
ニ
ー
ズ
調
査
と
本
市

に
お
け
る
小
規
模
保
育
の
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
２
年
後
に
本
格
施
行
さ

れ
る
予
定
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
に
向
け
事
業
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
ニ
ー
ズ
調

査
を
検
討
し
て
い
る
。ま
た
、小

規
模
保
育
施
設
の
設
置
は
、
地

域
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
細
か
く
対

応
で
き
る
有
効
な
方
策
と
考
え

て
お
り
地
域
型
保
育
給
付
の
活

用
を
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

議
員　
昨
年
度
、
本
市
は
市
内

の
空
き
家
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
空
き
家
・
空
き
店
舗
な
ど

を
活
用
し
た
小
規
模
保
育
の
実

施
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
遊
休
施
設
の
保
育
施
設

へ
の
転
用
の
可
能
性
も
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
耐
震
基
準

な
ど
施
設
の
安
全
性
の
確
保
が

第
一
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

は
重
要
で
あ
る
た
め
、
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
組
合
等
を
対
象
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
や
防
災
出
前
講
座

議
員　
近
年
、
若
年
層
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。
若
者
に
活
力
を
与
え

る
よ
う
な
本
市
独
自
の
幅
広
い

若
者
支
援
策
が
必
要
だ
。
今
後

の
支
援
の
あ
り
方
を
伺
う
。

市
長　
国
や
都
が
実
施
す
る
支

援
施
策
な
ど
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
め
り
は
り
の
あ
る
施
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
正
規
雇
用
が
減
っ
て
非

正
規
雇
用
の
割
合
が
増
え
て
い

る
状
況
を
鑑
み
、
よ
り
良
質
な

雇
用
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
関
連
機
関
と
の
連
携
も
含

め
た
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

市
長　
本
市
で
は
、
以
前
よ
り

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
鷹
と
連
携
し

た
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施
、
東
京

労
働
局
や
商
工
会
等
と
の
情
報

交
換
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続

き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
き
め

細
か
な
対
応
を
し
て
い
く
。

議
員　
中
長
期
的
な
非
正
規
雇

用
労
働
者
の
能
力
開
発
は
、
企

業
だ
け
に
頼
ら
ず
に
、
社
会
全

体
で
取
り
組
む
べ
き
だ
。

市
長　
企
業
や
業
界
団
体
、
自

治
体
等
の
公
的
部
門
も
含
め
て

議
員　
大
き
な
揺
れ
に
よ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
家
具
の
転
倒
、
火

災
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ
れ

る
。
体
重
の
約
４
倍
の
荷
重
で

議
員　
今
年
３
月
に
改
定
し
た

地
域
防
災
計
画
の
特
徴
点
等
を

改
定
前
と
の
比
較
で
伺
う
。

市
長　
新
た
に
三
鷹
市
の
減
災

目
標
を
設
定
し
、
保
護
者
の
帰

宅
困
難
を
想
定
し
た
学
校
や
保

育
園
な
ど
の
対
策
、
放
射
性
物

質
対
策
、
被
災
地
の
支
援
対
策

及
び
受
援
対
策
等
を
盛
り
込
ん

だ
。
自
治
体
間
の
広
域
連
携
、

が
れ
き
の
集
積
場
所
の
確
保
等

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討

課
題
と
し
て
調
査
研
究
す
る
。

議
員　
首
都
直
下
地
震
等
が
発

生
し
た
際
の
三
鷹
市
の
被
害
想

定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
最
も
被
害
が
大
き
い
と

さ
れ
る
多
摩
直
下
を
震
源
と
す

る
地
震
で
は
、
市
内
の
一
部
で

震
度
６
強
、
死
者
59
名
、
負
傷

者
１
千
298
名
、
建
物
全
壊
846

棟
、
焼
失
814
棟
な
ど
と
想
定
さ

れ
て
い
る
。

議
員　
東
日
本
大
震
災
で
も
課

等
で
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
広
報
活
動

の
進
化
・
改
善
に
つ
い
て

社
会
全
体
で
育
成
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
日
本
は
給
付
型
奨
学
金

が
少
な
く
、
大
学
卒
業
者
の
約

半
数
は
奨
学
金
と
い
う
借
金
を

抱
え
て
社
会
に
出
る
状
況
だ
。

相
談
体
制
や
自
治
体
と
し
て
の

奨
学
金
の
あ
り
方
を
伺
う
。

教
育
長　
市
単
独
で
給
付
型
奨

学
金
制
度
を
持
つ
こ
と
は
、
現

在
、
財
政
的
に
も
非
常
に
困
難

だ
。
生
活
困
窮
対
策
と
い
う
福

祉
的
な
視
点
も
含
め
、
今
後
、

幅
広
く
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
本
市
で
も
若
者
の
「
人

財
」
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。
そ
の
際
、
三
鷹
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
等
の
活
用
と

若
者
が
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
か
か
わ
り
や
す

い
環
境
づ
く
り
の
２
つ
の
視
点

が
必
要
だ
。
所
見
を
伺
う
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
地
域
参

加
に
よ
り
人
間
力
等
が
身
に
つ

く
こ
と
は
、
若
者
の
成
長
に
大

変
有
益
だ
。
市
内
の
大
学
等
と

連
携
し
て
若
者
に
幅
広
い
学
習

の
機
会
を
提
供
し
、「
人
財
」育

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

胸
部
を
圧
迫
さ
れ
る
と
、
多
く

の
人
が
10
分
以
内
に
死
亡
す
る

と
い
う
調
査
結
果
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
家
具
転

題
と
な
っ
た
輸
送
燃
料
の
確
保

や
、
燃
料
提
供
協
定
締
結
等
に

つ
い
て
検
討
状
況
を
伺
う
。

総
務
部
長　
燃
料
備
蓄
で
は
、

事
業
者
や
国
の
関
係
団
体
と
の

連
携
を
検
討
す
る
。
燃
料
輸
送

の
際
は
、
都
の
特
定
緊
急
輸
送

道
路
で
あ
る
東
八
道
路
が
重
要

な
役
割
を
担
う
こ
と
を
勘
案

し
、備
蓄
確
保
に
努
め
て
い
く
。

議
員　
災
害
時
帰
宅
途
上
者
に

一
時
滞
在
場
所
を
提
供
で
き
る

地
元
の
企
業
や
私
立
学
校
等
と

の
連
携
を
拡
充
す
べ
き
だ
。

総
務
部
長　
国
の
民
間
防
災
対

策
支
援
モ
デ
ル
事
業
費
補
助
金

の
活
用
と
併
せ
て
検
討
す
る
。

議
員　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
対

策
に
お
け
る
住
人
の
自
助
・
共

助
の
意
識
や
地
域
と
の
つ
な
が

り
の
醸
成
を
目
指
す
Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｐ

（
マ
ン
シ
ョ
ン
生
活
継
続
計

画
）
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

総
務
部
長　
同
計
画
の
考
え
方

倒
防
止
の
啓
発
が
重
要
だ
。

総
務
部
長　
危
険
と
思
わ
れ
る

塀
は
、
所
有
者
に
補
修
等
お
願

い
し
て
い
る
ほ
か
、
大
き
な
揺

れ
を
感
じ
た
場
合
に
は
、
ま
ず

は
塀
か
ら
離
れ
る
な
ど
の
安
全

対
策
の
啓
発
も
行
っ
て
い
る
。

議
員　
小
学
校
の
各
児
童
が
用

意
し
て
い
る
防
災
頭
巾
で
は
、

地
震
の
と
き
に
有
効
と
は
思
え

な
い
と
の
声
が
あ
る
。
小
学
校

に
お
け
る
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

備
え
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
よ
り
防
護
力
は
高
い

が
、
保
管
場
所
や
費
用
負
担
の

課
題
、
中
学
校
へ
の
対
応
等
を

含
め
、
よ
く
検
討
し
た
い
。

議
員　
首
都
直
下
地
震
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
公
共
交
通
機
関
が

止
ま
る
と
想
定
さ
れ
る
。
外
出

中
の
人
々
が
居
住
地
に
向
け
て

一
斉
に
徒
歩
帰
宅
を
開
始
す
る

と
、
負
傷
や
混
乱
な
ど
の
様
々

な
危
険
に
遭
遇
す
る
。
帰
宅
困

難
者
対
策
訓
練
が
必
要
だ
。

議
員　
昨
年
12
月
の
一
般
質
問

に
引
き
続
き
、
障
が
い
者
就
労

支
援
に
つ
い
て
問
う
。
職
場
定

着
に
向
け
た
生
活
面
・
職
場
の

同
僚
へ
の
啓
発
等
を
含
め
た
支

市
長　
駅
周
辺
の
帰
宅
困
難
者

対
策
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
と
一

定
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
度
中
に
訓
練
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員　
我
が
国
で
は
、
防
災
を

考
え
る
場
合
に
防
犯
と
分
け
て

い
る
が
、
国
際
的
に
は
防
災
計

画
の
中
に
防
犯
対
策
を
含
む
こ

と
が
多
い
そ
う
だ
。
現
に
３
・

11
の
と
き
も
、
盗
難
や
暴
行
が

起
き
て
い
る
と
聞
く
。
地
域
防

災
計
画
や
防
災
出
前
講
座
等
で

注
意
喚
起
が
必
要
だ
。

市
長　
平
時
か
ら
気
を
付
け
る

べ
き
こ
と
は
、
緊
急
時
も
同
様

だ
。
警
察
も
監
視
は
す
る
が
、

自
ら
も
防
犯
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
防
災
会
議
の
メ
ン

バ
ー
も
認
識
し
て
お
り
、
地
域

防
災
計
画
に
も
一
定
の
反
映
を

し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
市
職
員
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

援
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
障
が
い
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
か
け
は
し
で
、
本
人
や

家
族
に
対
す
る
直
接
面
談
や
電

話
、
メ
ー
ル
相
談
と
、
事
業
者

に
対
す
る
職
場
訪
問
で
の
就
労

状
況
の
確
認
や
職
場
の
障
が
い

者
理
解
の
普
及
を
行
い
、
課
題

が
あ
る
時
は
関
係
機
関
と
連
携

し
解
決
を
図
る
。
生
活
面
等
の

課
題
は
、
相
談
支
援
事
業
所
等

と
連
携
す
る
。

議
員　
障
が
い
者
就
労
の
賃
金

が
低
い
問
題
に
つ
い
て
所
見
と

対
応
策
を
伺
う
。

市
長　
所
得
保
障
に
関
す
る
相

談
に
は
丁
寧
に
対
応
し
、
在
宅

で
収
入
を
得
る
機
会
を
広
げ
る

Ｉ
Ｔ
講
習
等
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
ま
た
、
三
鷹
市
で
は
障
が

い
者
支
援
機
関
の
経
営
等
に
、

で
き
る
限
り
障
が
い
の
あ
る
当

事
者
が
参
画
し
、
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
の
形
で
支
援
の
輪
を
広
げ
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
支
援
相
談
業
務
が
増
加

し
、
現
場
は
人
手
不
足
と
聞

く
。
対
応
と
必
要
に
応
じ
た
人

員
加
配
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

現
在
は
人
員
加
配
の
予
定
は
な

い
。
業
務
の
効
率
化
を
図
り
つ

つ
、
必
要
な
ケ
ー
ス
に
手
厚
く

支
援
で
き
る
効
果
的
な
方
法

を
、
か
け
は
し
と
協
議
す
る
。

議
員　
平
成
24
年
度
の
都
の
調

査
に
よ
る
と
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
で
は
市
内
小
学
校
の
全
て

の
学
年
が
全
国
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
。
ボ
ー
ル
投
げ
の
で
き

る
場
所
が
な
い
こ
と
が
原
因
の

一
つ
だ
。
公
園
の
使
用
制
限
の

見
直
し
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長　
見
直
し
に
は
、
利
用
者

の
安
全
を
相
互
に
確
保
し
な
が

ら
、
場
所
や
時
間
を
限
定
す
る

利
用
者
の
す
み
分
け
や
地
域
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
。
他
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
児
童
・
生
徒
の
体
力
向

上
の
た
め
の
運
動
場
所
の
確
保

に
つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

教
育
部
長　
放
課
後
・
休
日
の

校
庭
や
市
内
各
所
に
あ
る
ス
ポ

ー
ツ
施
設
に
加
え
、
新
川
防
災

公
園
・
多
機
能
複
合
施
設
（
仮

称
）
な
ど
の
運
動
施
設
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
児
童
・

議
員　
学
校
教
育
で
の
障
が
い

者
就
労
の
取
り
扱
い
を
伺
う
。

教
育
部
長　
特
別
支
援
学
級
の

小
学
校
高
学
年
か
ら
就
労
を
視

野
に
進
路
指
導
を
し
て
い
る
。

議
員　
誰
で
も
障
が
い
者
に
な

る
可
能
性
や
、
障
が
い
者
と
と

も
に
働
く
可
能
性
が
あ
る
。
全

て
の
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
障

が
い
者
就
労
に
関
す
る
指
導
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
障
が
い
者
就
労
に

関
す
る
直
接
的
な
教
育
機
会
は

な
く
、
指
導
内
容
変
更
の
予
定

も
な
い
。
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
等
を

通
じ
て
必
要
な
こ
と
は
身
に
つ

く
と
考
え
て
い
る
。

生
徒
が
更
に
運
動
の
機
会
を
多

く
持
て
る
よ
う
、
運
動
場
所
を

確
保
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０

１
３
の
中
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が

行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
興
味
を
持

っ
た
児
童
・
生
徒
が
せ
め
て
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
で
き
る
よ
う

に
公
園
を
開
放
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
運
動
を
し
よ
う
と
い

う
意
識
付
け
が
重
要
で
観
戦
は

よ
い
機
会
だ
。
運
動
能
力
や
体

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
市
立

小
・
中
学
校
の
体
罰
に
つ
い
て

連雀通り商店会の七夕まつり

障がい者就労支援センターかけはし（２F）

　

三
鷹
市
議
会
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
本
会
議

の
生
中
継
と
録
画
中
継
の
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般

質
問
の
模
様
は
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
１
面
題
字
下
参

照
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
公
明
党
　
緒
方
　
一
郎
　
議
員

地
域
防
災
計
画
の

更
な
る
深
化
を
求
め
る

民
主
党
　
岩
見
　
大
三
　
議
員

若
者
に
活
力
を
与
え
る

三
鷹
独
自
の
若
者
支
援
の
拡
充
を

民
主
党
　
石
原
　
恒
　
議
員

地
域
の
防
災
力
向
上
で

災
害
時
の
混
乱
に
備
え
よ

民
主
党
　
長
島
　
薫
　
議
員

働
き
続
け
ら
れ
る
た
め
の

障
が
い
者
就
労
支
援
の
充
実
を

み
ん
な
の
党
　
𠮷
沼
　
德
人
　
議
員

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
さ
え
で
き
な
い

公
園
の
使
用
制
限
見
直
し
を


